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　われわれが日常的に求める情報にアクセスするには、その
アクセスを効果的に支援する技術が欠かせません。図書館情
報学の領域では伝統的に、文献の情報を記述、分類して、主
題情報等を付与する仕組みを通じて、情報組織化と標準的な
アクセス手段の提供が行われてきました。急速に発展してき
たウェブの世界では、これをより分散的で大規模に行う枠組
みが必要となり、人々やコミュニティが知識により効果的に
アクセスできるようにする研究が求められています。

　大学は学び方を学ぶ場、研究とは何かを学ぶ場です。大学
での学びや研究はそれだけでは役に立ちませんし、モノによ
っては10年と経たずに役立たずになっています。だからこそ、
長く学び続けるための手がかりと方法論を実践する必要があ
ります。研究テーマは何であれ、オープンな姿勢で研究に取
り組んだ結果は、たとえ成果としては小さな一歩であっても、
自分自身には重要な学びとなると信じています。

｜  メッセージ

　高久研究室では、ユーザ理解と情報組織化手法に立脚した
情報アクセス支援技術を研究しています。特に、調査学習型
探索やブラウジング型探索における情報行動の解明、情報ア
クセス手法の研究に取り組んでいます。また、電子図書館や
デジタルアーカイブ、オープンサイエンスプラットフォーム
等、新しい学術情報サービスや学術情報流通の動向を見据え
た情報アクセス手法の調査研究、実践も行っています。

1)  http://www.slis.tsukuba.ac.jp/takaku-lab/

　電子図書館やデジタルアーカイブの領域における研究成果
をオープンソースソフトウェアとして発信しています。特に
図書館システムの領域においてオープンソースソフトウェア
を活用する活動として Project Next-L を 10 年以上にわたって
実践しています。さらに、より広く図書館や博物館等の MLA
領域の研究開発において、技術的な課題解決を行う仲間作り
やコミュニティ・ネットワーク形成の一環として、2010 年か
ら Code4Lib Japan と呼ぶ活動に参画しています。
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